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ま
ご
こ
ろ
少
額
短
期
保
険

は
昨
年
12
月
26
日
か
ら
、

「
ワ
ン
タ
イ
ム
や
ま
の
保

険
」
（
傷
害
保
険
）
で
新
た

に
「
ケ
ガ
充
実
セ
ッ
ト
」
の

販
売
を
開
始
し
た
。

　「
ワ
ン
タ
イ
ム
や
ま
の
保

険
」
は
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
等
の
趣
味
、
山
岳
登
攀

（
と
う
は
ん
）
、
ア
イ
ゼ
ン

等
の
道
具
、
職
業
に
お
け
る

制
限
を
設
け
て
い
な
い
１
日

（
日
帰
り
）
か
ら
契
約
が
で

き
る
登
山
保
険
。
警
察
が
認

定
し
た
遭
難
に
お
け
る
捜
索

費
用
、
遭
難
捜
査
時
に
お
け

る
親
族
の
駆
け
付
け
費
用
、

遭
難
者
の
重
症
時
等
の
移
送

費
用
、
ケ
ガ
に
よ
っ
て
死
亡

し
た
場
合
の
保
険
金
、
入
院

し
た
場
合
の
保
険
金
、
通
院

し
た
場
合
の
保
険
金
、
手
術

し
た
場
合
の
保
険
金
、
ケ
ガ

と
と
も
に
携
行
品
が
壊
れ
た

場
合
の
費
用
―
を
補
償
す

る
。

　
新
た
に
加
わ
っ
た
「
ケ
ガ

充
実
セ
ッ
ト
」
は
、
既
存
商

品
（
「
ケ
ガ
重
点
セ
ッ
ト
」

「
レ
ス
キ
ュ
ー
重
点
保

険
」
）
と
比
べ
て
傷
害
死
亡

保
険
金
が
１
０
０
万
円
（
既

存
商
品
は
30
万
円
）
、
傷
害

入
院
保
険
金
が
日
額
１
万
円

（
30
日
程
度
、
既
存
商
品
は

「
ケ
ガ
重
点
セ
ッ
ト
」
の
み

日
額
２
０
０
０
円
）
、
傷
害

通
院
保
険
金
が
日
額
２
５
０

０
円
（
１
０
０
日
限
度
、
既

存
商
品
は
「
ケ
ガ
重
点
セ
ッ

ト
」
の
み
日
額
５
０
０
円
）

と
保
障
が
手
厚
く
な
っ
て
い

る
。

　
保
険
期
間
は
１
年
お
よ
び

１
日
～
29
日
。
保
険
料
は
保

険
期
間
に
応
じ
て
異
な
り
、

期
日
払
は
６
２
２
～
１
０
８

１
円
、
月
払
は
１
１
０
０

円
、
年
払
は
１
万
３
２
０
０

円
。
払
込
方
法
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
払
、
コ
ン
ビ
ニ
払
。

　
同
社
で
は
「
ケ
ガ
充
実
セ

ッ
ト
」
の
発
売
に
つ
い
て
、

「
登
山
事
故
に
お
け
る
保
険

金
請
求
で
最
も
多
い
の
は
、

ケ
ガ
に
よ
る
通
院
ま
た
は
入

院
に
な
る
。
ケ
ガ
に
よ
る
入

院
は
、
高
齢
社
会
を
迎
え
て

い
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

滑
落
に
よ
る
骨
折
の
入
院
の

長
期
化
、
ま
た
は
無
理
な
頑

張
り
に
よ
る
心
筋
梗
塞
な
ど

医
療
費
が
高
額
に
な
る
入
院

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
そ
こ

で
、
過
去
の
保
険
金
請
求
で

得
た
顧
客
の
実
費
の
平
均
値

を
算
出
し
、
そ
れ
に
対
応
し

た
新
し
い
プ
ラ
ン
の
保
険
商

品
を
開
発
し
た
」
と
し
て
い

る
。

　
な
お
、
「
ワ
ン
タ
イ
ム
や

ま
の
保
険
」
は
、
登
山
ガ
イ

ド
と
登
山
愛
好
家
の
依
頼
で

２
０
１
５
年
７
月
に
開
発

し
、
そ
れ
ま
で
は
特
定
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
中
心
に
販
売
し

て
い
た
が
、
22
年
11
月
１
日

か
ら
顧
客
の
要
望
を
受
け
て

同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
て

の
人
々
に
対
し
て
販
売
を
開

始
し
て
い
る
。

取
人
に
支
払
う
も
の
で
、
①

保
険
料
払
込
期
間
中
の
場

合
、
１
カ
月
分
の
保
険
料
×

契
約
日
か
ら
被
保
険
者
の
死

亡
し
た
日
ま
で
の
月
数
②
保

険
料
払
込
期
間
経
過
後
の
場

合
、
被
保
険
者
の
死
亡
し
た

日
に
お
け
る
積
立
金
と
同
額

―
を
支
払
う
。

　
満
期
保
険
金
は
、
保
険
期

間
満
了
時
ま
で
生
存
し
て
い

た
と
き
、
満
期
保
険
金
額
を

保
険
契
約
者
に
支
払
う
。

　
販
売
経
路
は
営
業
職
員
扱

で
、
４
月
か
ら
ウ
ェ
ブ
完
結

扱
も
取
扱
予
定
。

　
契
約
年
齢
範
囲
は
０
歳
～

49
歳
（
ウ
ェ
ブ
完
結
扱
の
場

合
18
歳
～
49
歳
）
。
無
告

知
、
無
配
当
。

　
２
０
２
５
年
２
月
１
日
を

計
算
基
準
日
と
し
、
月
払
保

険
料
１
万
円
の
場
合
、
累
計

保
険
料
は
36
万
円
で
、
保
険

料
払
込
期
間
（
３
年
）
満
了

「
金
利
あ
る
世
界
」
の
到
来

等
を
受
け
、
特
に
20
代
―
30

代
を
中
心
に
資
産
形
成
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
。
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
が
急
速
に
普
及
す
る
一

方
、
当
社
実
施
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、
20
代
―

30
代
の
う
ち
約
７
割
は
金
融

商
品
選
択
時
に
重
視
す
る
こ

と
と
し
て
、
「
安
全
性
・
利

便
性
」
「
重
視
す
る
こ
と
は

な
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、

「
安
全
性
・
利
便
性
」
と
い

っ
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
品

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

加
え
て
、
当
該
層
の
保
険
未

加
入
の
主
な
理
由
と
し
て

「
経
済
的
余
裕
が
な
い
」
こ

と
や
「
保
険
料
が
高
い
」
こ

と
な
ど
、
保
険
料
負
担
へ
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
背
景
か
ら
、
若
年
層
を
中

心
に
、
資
産
形
成
・
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
向
上
へ
の
第
一
歩

を
後
押
し
す
る
べ
く
、
「
手

軽
・
手
頃
で
安
全
性
の
高

さ
」
を
追
求
し
た
新
商
品
を

開
発
し
た
。
具
体
的
に
は
、

払
込
・
保
険
期
間
が
短
い
こ

と
に
加
え
、
受
取
額
は
払
込

保
険
料
以
上
と
安
全
性
も
高

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
ミ
ン

グ
・
用
途
で
の
活
用
が
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
産
形

成
に
興
味
が
あ
る
も
の
の
、

ま
だ
ス
タ
ー
ト
で
き
て
い
な

い
エ
ン
ト
リ
ー
層
へ
も
勧
め

ら
れ
る
商
品
と
し
た
」
と
し

て
い
る
。

　
日
本
経
済
団
体
連
合
会
は

１
月
14
日
、
日
本
生
命
会
長

の
筒
井
義
信
氏
を
会
長
候
補

者
に
内
定
し
た
と
発
表
し

た
。
５
月
７
日
の
理
事
会
を

経
て
、
５
月
29
日
の
同
会
定

時
総
会
の
選
任
を
も
っ
て
就

任
す
る
予
定
。

　「
ち
ょ
こ
つ
み
」
は
、
保

険
料
払
込
期
間
３
年
、
保
険

期
間
10
年
の
積
立
保
険
で
、

満
了
時
ま
で
生
存
し
た
場
合

に
満
期
保
険
金
を
支
払
い
、

傷
害
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
場

合
に
一
定
の
保
障
が
あ
る
商

品
。

　
①
満
期
日
を
迎
え
た
場

合
、
返
戻
率
１
０
５
・
２
％

の
満
期
保
険
金
が
受
取
れ
る

②
満
期
前
に
解
約
し
た
場
合

で
も
払
込
ん
だ
保
険
料
と
同

額
以
上
の
金
額
を
保
証
③
保

険
料
の
払
込
み
は
３
年
で
終

了
し
、
払
込
方
法
は
月
払
い

の
み
で
毎
月
の
払
込
保
険
料

は
３
０
０
０
円
・
５
０
０
０

円
・
１
万
円
・
２
万
円
・
３

万
円
の
５
パ
タ
ー
ン
か
ら
選

択
―
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る
。

　
傷
害
死
亡
保
険
金
は
、
傷

害
を
直
接
の
原
因
と
し
て
死

亡
し
た
と
き
、
死
亡
保
険
金

受
取
人
に
支
払
う
も
の
で
、

①
保
険
料
払
込
期
間
中
の
場

合
は
１
カ
月
分
の
保
険
料
×

契
約
日
か
ら
被
保
険
者
の
死

亡
し
た
日
ま
で
の
月
数
×
１

・
１
②
保
険
料
払
込
期
間
経

過
後
の
場
合
は
１
カ
月
分
の

保
険
料
×
36
×
１
・
１
―
以

上
の
金
額
を
支
払
う
。

　
死
亡
保
険
金
は
、
傷
害
以

外
で
死
亡
し
た
と
き
（
傷
害

死
亡
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な

い
と
き
）
、
死
亡
保
険
金
受

日
翌
日
の
解
約
払
戻
金
は
36

万
３
７
０
０
円
（
返
礼
率
１

０
１
・
０
％
）
と
な
る
。
10

年
経
過
後
の
満
期
保
険
金
は

37
万
９
０
０
０
円
で
、
返
戻

率
は
１
０
５
・
２
％
と
な
る

（
月
々
の
保
険
料
・
年
齢
・

性
別
に
関
係
な
く
返
戻
率
は

同
じ
）
。

　
日
本
生
命
で
は
、
本
商
品

開
発
の
背
景
と
し
て
「
昨
今

の
「
資
産
運
用
立
国
」
の
実

現
を
目
指
す
政
府
動
向
や
、

　
日
本
生
命
は
１
月
２
日
か
ら
、
「
ち
ょ
こ
つ
み
」
（
ニ
ッ
セ
イ
傷
害
保
障
付
積
立

保
険
）
の
販
売
を
開
始
し
た
。
若
年
層
を
中
心
に
、
資
産
形
成
・
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
へ
の
第
一
歩
を
後
押
し
す
る
べ
く
、
「
手
軽
・
手
頃
で
安
全
性
の
高
い
資
産
形

成
商
品
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
積
立
保
険
。

▼

損保協会近畿支部
　人と防災未来センター�
地震防災・減災シンポジウム
「阪神・淡路大震災から30年」
　第２部・パネルディスカッション�（２－３面）

　
近
所
の
図
書
館
で
「
部
活
動
指
導
員
」

を
募
集
す
る
張
り
紙
を
見
た
。
部
活
動
指

導
員
の
定
義
は
、
「
部
活
動
の
顧
問
と
し

て
技
術
的
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
担

当
教
諭
等
と
日
常
的
に
指
導
内
容
や
生
徒

の
様
子
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

等
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
う
等
の
連
携

を
十
分
に
図
る
」
と

あ
る
。
す
ぐ
に
私
の

頭
に
は
、
か
つ
て
野

球
少
年
だ
っ
た
夫
の
顔
が
思
い
浮
か
ん

だ
。
今
で
も
草
野
球
に
参
加
す
る
彼
は
、

ド
ラ
フ
ト
の
時
期
に
な
る
と
か
か
っ
て
く

る
は
ず
も
な
い
電
話
に
そ
わ
そ
わ
す
る
ほ

ど
で
、
テ
レ
ビ
の
野
球
番
組
な
ど
の
ク
イ

ズ
で
は
歴
戦
の
選
手
の
名
前
か
ら
勝
敗
ま

で
す
べ
て
当
て
る
。
私
は
常
日
頃
か
ら
彼

の
く
す
ぶ
っ
た
野
球
愛
を
生
か
せ
る
場
所

は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。

　
自
宅
に
戻
り
、
詳
細
を
話
す
と
ま
ん
ざ

ら
で
も
な
い
様
子
だ
っ
た
が
、
な
か
な
か

自
分
か
ら
「
指
導
で
き
ま
す
」
と
言
う
の

は
勇
気
が
い
っ
た
ら
し
く
、
数
日
を
要
し

た
が
、
市
役
所
の
係
の
方
に
連
絡
を
取
る

と
、
野
球
を
指
導
で
き
る
人
員
が
求
め
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
、
す
ん
な
り
と
決
ま
っ

た
。
職
場
へ
の
副
業
手
続
き
も
完
了
し
、

家
で
は
夫
が
う
れ
し
そ
う
に
ミ
ッ
ト
を
磨

き
、
た
た
く
音
が
響
く
よ
う
に
な
り
、
大

変
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

　
昨
年
、
大
手
銀
行
が
全
従
業
員
を
対
象

に
社
外
で
の
副
業
を
全
面
解
禁
し
た
こ
と

が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。
本
業
と
競
合
せ

ず
、
業
務
に
支
障
が
出
な
い
こ
と
な
ど
が

条
件
で
、
就
業
時
間
を
限
定
し
、
ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
者
や
語
学
の
講
師
な
ど
の
外
部

企
業
で
働
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
と
い

う
。
副
業
を
通
じ
て
従
業
員
が
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
し
、
会
社
の
価
値
や
競
争
力
の
向
上

に
つ
な
げ
る
狙
い
だ
。
教
師
の
負
担
も
少

し
だ
け
軽
く
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
地
域
貢

献
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
地
区
に
よ
っ
て
規

定
は
違
う
が
、
も
し
興
味
が
あ
れ
ば
、

「
部
活
動
指
導
員
」
で
検
索
し
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　（
み
れ
い
）

部
活
動
指
導
員

ま
ご
こ
ろ
少
短
　
ワ
ン
タ
イ
ム
や
ま
の
保
険

新
プ
ラ
ン「
ケ
ガ
充
実
セ
ッ
ト
」を
販
売

若
年
層
の「
資
産
形
成
の
第
一
歩
」後
押
し

傷
害
保
障
付

積
立
保
険「
ち
ょ
こ
つ
み
」を
発
売

日本生命

日
本
経
団
連

筒
井
氏（
日
本
生
命
会
長
）

を
会
長
候
補
に
内
定

■２０２５年　年頭所感� （１０―１１面）

　日本生命　清水博代表取締役社長
　明治安田生命　永島英器執行役社長
　ＳＯＭＰＯホールディングス　奥村幹夫グループＣＥＯ取締役代表執行役社長
　損害保険ジャパン　石川耕治代表取締役社長


